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佐用町の概要（位置）1

岡山県
美作市

兵庫県
宍粟市

兵庫県
たつの市

兵庫県
上郡町

岡山県
備前市

佐用町役場
本庁舎・支所

平成17年10月
佐用町、上月町、南光町

、三日月町 が合併し

新「佐用町」 誕生
佐用町役場

本庁舎



平成21年台風第9号災害２
○平成21年８月９日、台風第９号の影響により、１時間降水量89.0㎜、日降水量326.5㎜の記録的豪雨
○死者18名、行方不明者２名、住家被害合計1789棟の大災害が発生
○全国からのあたたかい支援（義援金・ボランティア支援・物的支援など）を受ける
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佐用町の概要（人口・世帯数推移）3

2050年人口推計 7,284人 (社人研推計値)

4

（R2国勢調査より）

（人）
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１９９１年(Ｈ３)
「生活排水対策９９％大作戦」 スタート

上水道の普及率である９９％を目標

２００１年（Ｈ１３）までの普及を目指した。

令和４年の生活排水処理率は ９６．６％

兵庫県の下水道事業推進４

5

（R4集計結果より）
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下水処理施設分布5

10ヶ所

2ヶ所

1,735戸

5ヶ所

＊平成21年度よりコミプラ・農集を
 公共下水道に統合事業を

 進めている。
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【集合方式】

①特定環境保全公共下水道  8,993人
②農業集落排水処理 1,409人
③コミュニティ・プラント  313人

【個別方式】

④ 合併処理浄化槽（町管理分）   4,119人
〃 （ 〃 共同設置） 内    9基

⑤ 〃 （個人、事業所管理分）338人

下水処理の現状（R4）6

7

（R4集計結果より）



下水処理の現状（2）6

8

特定環境保全公共

下水道,3,857戸,57%

農業集落排水処

理,575戸,8%コミュニティ・プラン

ト,121戸,2%

合併浄化槽（町管

理分）,1735戸,26%

合併浄化槽（個人、事業

所管理分）,227戸,3%

単独浄化槽（個人管理）,58戸,1%

汲み取り（個人管

理）,387戸,6%

下水処理率９６．６％

合計6,960戸

（R4集計結果より）



◯ 建設コストと維持管理費

佐用町における下水道事業の推進7

9

処理区分/区分

R3における費用

接続人口
（人）

1戸当たり建設
費（万円/戸）

維持管理費用
（万円）

1戸当たり維持
管理費用（万円

/戸）

特定環境保全公共下水道 8,993 620 15,731 4.4

農業集落排水 1,409 600 3,809 6.8

コミュニティ・プラント 313 800 1,166 9.3

合併浄化槽 4,119 120 13,088 7.9



◯ 適正な管理（水質の保全）

・法に定められた点検・清掃管理の実施

 ・法定検査（11条検査）の受検率向上

 ・維持管理による修繕の実施

◯ 人口減少への対応

「休止届」により管理対象外として、町の負担軽減を図る

◯ 住民への統一したサービス

居住地域（処理区域）が異なっても、一定の料金負担で

同様のサービスが受けられる

◯ 集合式（農集）施設から合併浄化槽処理への転換

既設管路を利用した合併浄化槽の共同設置

佐用町における下水道事業の取組8

10



11
環境省 「令和９年度浄化槽整備推進関係予算概算要求 概要資料」より



佐用町農業集落排水事業
石井地区（平成13年度供用開始） 計画処理人口 730人

12

・令和7年度処理人口 260人
                 世 帯 数 140世帯   
                  高齢化率   62％

令和32年度推定処理人口 132人
推定世帯数 80世帯

浄化槽共同設置（公共施設として町施工町管理）

１．既存管渠を利用して合併浄化槽を設置
２．マンホールポンプ場を廃止
３．2～10戸ぐらいに区分する
４．町施設として公的管理を行い水質を担保する
５．町に浄化槽の人槽算定を委任していただく



これまで、３０年に渡り、生活排水処理計画の立案から
施設建設、維持運営を行って来た。

平成21年の災害からの復旧に取り組み、人口減少に対

応する施設の統廃合によるコスト削減などを実践してき
た経験から得た 「合併処理浄化槽」 の利点

① 安価なイニシャルコスト

② 工期が短く、使用開始が早い

③ 人口減少などの社会変化への対応性

④ 災害に強い

⑤ 自然環境に適した水質保全

～ まとめ ～9

絆できらめく ひと・まち・自然 未来へつなぐ 共生の郷 13



新生「佐用町」が誕生し、１７年が経過した今、人口は、
約８割となり、２０年後には半減するとの推計もあります
。

中山間地域の町においては、「人口」という数値に過度
にとらわれず、 「くらして幸せ」 と感じられる 「まちづく
り」を進めるには、生活基盤である上下水道は重要な位
置づけとなります。

そのためにも、今後、さらなるサービスの向上と経費削
減 による、持続性のある行政運営に努める必要があり
ます。

おわりに10

絆できらめく ひと・まち・自然 未来へつなぐ 共生の郷 14



－ ご清聴ありがとうございました －
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